
1

2026年3月期決算
および

今後の事業展開について

2026年6月
SEホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式会社
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当社グループについて

ＩＴを中心とした事業会社群と長期投資により長期成長を目指す企業集団

IT事業者支援

教育
人材

技術情報出版

スマートフォンコンテンツ
オンラインゲーム
オンラインサービス

投資運用



3

当社グループについて

売上高及び営業利益 １株当り純資産額

事業会社群と長期投資収益の両輪により長期利益成長と純資産成長を目指す。
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2026年3月決算について
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2026年3月期決算概要

期初の重点課題：
１．事業会社各社の再建
２．新規収益基盤の創出
３．事業会社経営人材の拡充と育成
４．収益基盤の質の多様性による長期成長基盤の充実

＜概況＞

①グループ全体で前期比減収増益。出版事業、コーポレートサービス事業が苦戦

運用セグメントが増益

②出版事業は再建のため事業のスリム化や在庫削減などを行ったことにより減収減

益

②コーポレートサービス事業は、受注の減少により減収、更なるリストラを行う

③ソフトウェア・ネットワーク事業はリストラによるコスト削減効果などにより利益回復

④教育・人材事業は、IT人材研修事業売上が比較的堅調に推移したものの、

人材採用コスト増加などにより、売上は前期並みながら減益

⑤投資運用事業は、配当収入の増加に加え、市場の過熱状況を勘案し、当社基

準に照らし割高と思われる一部保有株式の売却益を計上したことから増収増益
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連結損益計算書

前期比(%)2025/3連結2026/3連結

△３．０７，２４２７，０２６売上高

△３．９３，５４１３，４０２売上総利益

△１０．２２，７２３２，４４６販管費

１６．８８１７９５５営業利益

△０．８８１０８０３経常利益

―ー１２３特別利益

△９９．９６０特別損失

１９．２５３１６３３親会社株主に帰属する当期

純利益

（単位：百万円、％）

１７０．７９９５２,６９５※包括利益
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事業セグメント別損益（出版事業）
IT関連書籍出版等

 イベント売上は堅調に推移

 オンライン広告収入は回復傾向

 紙書籍事業のスリム化や在庫削
減を実施

2025/3
連結

2026/3
連結

4,3764,026売上

740524ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益
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事業セグメント別損益（ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｻｰﾋﾞｽ事業）
IT関連企業向マーケティング・プロダクト関連支援

 既存クライアントからの受注減を
主因に減収

 事業の大幅な再構築に取り組み
スリム化を図る

 再建コストが収益を圧迫

2025/3
連結

2026/3
連結

840670売上

△26△4ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益
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事業セグメント別損益（ｿﾌﾄｳｪｱ・ﾈｯﾄﾜｰｸ事業）
ソフトウェア開発、コンテンツ開発・提供

 ソリューション事業、受託開発事
業は比較的堅調に推移

 リストラ効果により、黒字化

2025/3
連結

2026/3
連結

762787売上

△1045ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益
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事業セグメント別損益（教育・人材事業）
ＩＴ技術者教育、医療系人材紹介

 IT人材研修事業は堅調に推移

 人材・採用コストなどの増加によ
り減益

2025/3
連結

2026/3
連結

912912売上

194157ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益



事業セグメント別損益（投資運用事業）
有価証券投資

2025/3
連結

2026/3
連結

350629売上

251522ｾｸﾞﾒﾝﾄ
利益

 マーケット状況を勘案して一部保
有株式の売却を進めたことにより
大幅増収増益

 前期の株式市場は全体的に割
高水準と考えている

11
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連結資産・負債の状況

主な要因比較増減2025/3連結2026/3連結勘定科目

営業投資有価証券
+3,523、現金及び預金
+299

+３，５１８１３，７１１１７，２２９流動資産

土地△284、投資その
他の資産その他△19△３７３１，８３３１，４６０固定資産

+３，１４５１５，５４５１８，６９０資産合計
短期借入金+201，１年
内償還予定の社債
△100、買掛金△56、

+６３，８８０３，８８６流動負債

繰延税金負債+955+９５１２，６１９３，５７１固定負債

+９５７６，４９９７，４５７負債合計
その他有価証券評価差
額金+2,062、利益剰余
金+457,資本剰余金
△427

+２，１８８９，０４５１１，２３３純資産合計

（９５）（△４５１）（△３５５）（自己株式）

+１２２３，４８８３，６１０有利子負債

（単位：百万円）
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2027年3月期通期連結業績予想

前期比2027/3連結2026/3連結

△7.5%6,5007,026売上高

△11.0%850955営業利益

△9.2％730803経常利益

△21.1％500633親会社株主に帰属す
る当期純利益

単位：百万円

（注）現時点では2026年5月8日に公表した連結業績予想に変更はありません。
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今後の事業展開について
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長期の利益成長、純資産増加を目指す。
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中長期の成長へ向けて

 事業会社経営人材の育成

 新しいビジネスシーズの模索と不採算事業の再建、選別

 収益基盤の質の多様化、事業利益と投資利益の両輪による
長期成長基盤の充実

 投資セグメントについては、短中期的には反動リスクも
あるが、長期利益を見据えた投資を続けていく

 経済環境、経営環境への適応と将来への準備

中長期成長へのポイント
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SE Holdings&Incubationsの事業会社構成

SE H&I

子
会
社

技術情報出版
Online
Mobile 企業支援 教育・人材

翔泳社 SE M&O SE Design SEプラス SEインベストメント

投資運用
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総括
 ２０２６年３月期は、全体売上は事業会社の再建、効率化により減収な

がら主に投資事業の好調により増益

 出版事業は、イベント売上が堅調、オンライン広告収入も回復傾向。紙
媒体事業の効率化や在庫削減負担などにより減収減益

 事業会社各社の自律的再構築を進める

 中長期成長へマネジメント人材の育成・新しいビジネスシーズの発掘に
取り組む

 前期中、特に中東紛争前の株式市場は世界的に割高水準にあると考えて
おり短中期的には反動リスクを考慮、大幅調整など投資機会に備え
キャッシュの拡充など長期利益を見据えた対応をおこなう

 事業会社群と長期投資の両輪により長期の実質利益成長、純資産増加を
目指す
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ご不明な点、追加のご質問等は下記までご連絡ください。

SEホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式会社

経営企画部経営企画課

03-5362-3700
ir@sehi.co.jp

 本資料は、情報提供のみを目的としたもので、その他一切の目的を意図して作成したもの
ではありません。本資料の情報は当社が信頼できると判断した情報源から入手したもので
すが、その情報の正確性、完全性を全面的に保証したものではありません。また、本資料に
記載された見解や予測等は、作成時点における当社の判断であり、今後予告なしに当社の
判断で随時変更することがあります。


